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一　
　　
知　
恩　
院　
と　
徳　
川　
家　
康　

浄　
土　
宗　
の　
総　
本　
山　
知　
恩　
院　
は　
、　
法　
然　
が　
草　
庵　
を　
結　
び　
入　
寂　
し　
た　
地　
に　
、　
弟　
子　

の　
源　
智　
が　
文　
暦　
元　
年　
（　
一　
二　
三　
四　
）　
に　
知　
恩　
院　
大　
谷　
寺　
を　
創　
建　
し　
た　
こ　
と　
に　
始　

ま　
る　
。　
応　
仁　
の　
乱　
に　
よ　
り　
京　
の　
都　
は　
そ　
の　
大　
部　
分　
が　
焦　
土　
と　
な　
っ　
た　
が　
、　
知　
恩　

院　
も　
ま　
た　
壊　
滅　
的　
な　
打　
撃　
を　
う　
け　
る　
。　

時　
代　
は　
遥　
か　
に　
下　
り　
、　
天　
正　
年　
間　
に　
至　
り　
織　
田　
信　
長　
・　
豊　
臣　
秀　
吉　
に　
よ　
る　
増　

地　
加　
禄　
な　
ど　
で　
復　
興　
・　
拡　
張　
を　
さ　
れ　
る　
が　
、　
現　
在　
知　
恩　
院　
に　
残　
る　
建　
造　
物　
・　
宝　

物　
の　
大　
部　
分　
は　
江　
戸　
時　
代　
の　
も　
の　
と　
い　
う　
。　

さ　
て　
徳　
川　
家　
康　
は　
、　
知　
恩　
院　
を　
永　
代　
菩　
提　
所　
と　
定　
め　
、　
寺　
域　
の　
拡　
張　
、　
伽　
藍　

の　
造　
営　
な　
ど　
、　
厚　
い　
庇　
護　
を　
与　
え　
た　
。　『　
知　①
恩　
院　
史　
』　
で　
は　
「　
後　
陽　
成　
天　
皇　
の　

慶　
長　
初　
年　
（　
一　
五　
九　
六　
）　
よ　
り　
明　
正　
天　
皇　
の　
寛　
永　
末　
年　
（　
一　
六　
四　
三　
）　
に　
至　
る　

ま　
で　
」　
の　
約　
五　
十　
年　
間　
を　
恢　
弘　
期　
と　
呼　
ん　
で　
い　
る　
。　
こ　
の　
恢　
弘　
期　
は　
、　
知　
恩　
院　

僧　
正　
第　
二　
十　
九　
世　
尊　
照　
満　
誉　
か　
ら　
第　
三　
十　
二　
世　
雄　
誉　
霊　
厳　
住　
持　
に　
到　
る　
期　
間　
に　

あ　
た　
る　
。　

と　
こ　
ろ　
で　
、　
こ　
の　
恢　
弘　
期　
の　
は　
じ　
め　
、　
徳　
川　
家　
康　
に　
よ　
り　
、　
知　
恩　
院　
に　
宮　
門　

跡　
を　
開　
創　
す　
る　
こ　
と　
が　
奏　
上　
さ　
れ　
る　
。　
そ　
こ　
で　
初　
代　
知　
恩　
院　
宮　
と　
し　
て　
入　
室　
す　

る　
こ　
と　
に　
な　
る　
の　
が　
、　
後　
陽　
成　
天　
皇　
八　
宮　
直　
輔　
、　
す　
な　
わ　
ち　
今　
問　
題　
と　
す　
る　
良　

純　
法　
親　
王　
な　
の　
で　
あ　
る　
。　

二　
　　
近　
世　
初　
期　
の　
宮　
門　
跡　

こ　
れ　
ま　
で　
良　
純　
法　
親　
王　
が　
知　
恩　
院　
に　
入　
る　
ま　
で　
の　
こ　
と　
を　
概　
観　
し　
て　
き　
た　
。　

こ　
こ　
に　
至　
る　
ま　
で　
の　
基　
本　
的　
な　
こ　
と　
を　
ま　
ず　
は　
確　
認　
し　
て　
お　
き　
た　
い　
。　
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配　
流　
の　
親　
王　
と　
甲　
州　

―　
後　
陽　
成　
天　
皇　
八　
宮　
良　
純　
法　
親　
王　
―　

大　
　　
　　
内　
　　
　　
瑞　
　　
　　
恵　



慶　
長　
八　
年　
（　
一　
六　
〇　
三　
）　、　
徳　
川　
幕　
府　
は　
京　
都　
知　
恩　
院　
を　
造　
営　
す　
る　
。　
他　
方　
、　

同　
年　
十　
二　
月　
十　
七　
日　
に　
は　
後　
陽　
成　
天　
皇　
に　
第　
八　
皇　
子　
が　
誕　
生　
す　
る　
。　
皇　
子　
の　
母　

は　
典　
侍　
の　
庭　
田　
具　
子　
。　
皇　
子　
は　
八　
宮　
と　
称　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

慶　
長　
九　
年　
　　
（　
一　
六　
〇　
四　
）　
四　
月　
　　
　　
十　
八　
日　
　　
八　
宮　
御　
宮　
参　
。　

十　
一　
月　
二　
十　
六　
日　
　　
八　
宮　
御　
髪　
置　
の　
儀　
。　

慶　
長　
十　
年　
　　
（　
一　
六　
〇　
五　
）　
七　
月　
　　
二　
十　
九　
日　
　　
家　
康　
、　
知　
恩　
院　
参　
詣　
。　

慶　
長　
十　
二　
年　
（　
一　
六　
〇　
七　
）　
十　
一　
月　
　　
十　
一　
日　
　　
八　
宮　
深　
曽　
木　
の　
儀　
。　

十　
一　
月　
二　
十　
七　
日　
　　
八　
宮　
、　
知　
恩　
院　
入　
室　

（　『　
御　
湯　
殿　
上　
日　
記　
』　）　。　

慶　
長　
十　
六　
年　
（　
一　
六　
一　
一　
）　
四　
月　
　　
　　
十　
二　
日　
　　
後　
水　
尾　
天　
皇　
（　
三　
宮　
）　

即　
位　
。　

四　
月　
　　
　　
十　
七　
日　
　　
家　
康　
、　
知　
恩　
院　
参　
詣　
。　

慶　②
長　
九　
年　
か　
ら　
十　
六　
年　
ま　
で　
の　
間　
の　
八　
宮　
の　
事　
項　
と　
知　
恩　
院　
に　
関　
わ　
る　
事　
項　
を　

列　
記　
し　
て　
み　
た　
。　『　
知　
恩　
院　
史　
』　
に　
よ　
れ　
ば　
、　
慶　
長　
十　
二　
年　
、　
徳　
川　
家　
康　
の　
奏　

上　
に　
よ　
り　
、　
八　
宮　
の　
知　
恩　
院　
門　
跡　
が　
決　
ま　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
そ　
の　
後　
、　
三　
宮　
（　
慶　

長　
元　
年　
《　
一　
五　
九　
六　
》　
生　
。　
母　
近　
衛　
前　
子　
）　
の　
即　
位　
の　
た　
め　
上　
京　
し　
た　
家　
康　
は　
、　

関　
東　
へ　
帰　
る　
前　
に　
、　
知　
恩　
院　
に　
詣　
で　
る　
。　

知　
恩　
院　
門　
跡　
と　
し　
て　
の　
八　
宮　
の　
人　
生　
が　
展　
開　
し　
始　
め　
る　
の　
は　
、　
慶　
長　
十　
九　
年　

か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

慶　
長　
十　
九　
年　
（　
一　
六　
一　
四　
）　
九　
月　
　　
二　
十　
二　
日　
　　
皇　
弟　
八　
宮　
「　
直　
輔　
」　

親　
王　
宣　
下　
。　

十　
二　
月　
二　
十　
九　
日　
　　
八　
宮　
、　
家　
康　
と　
対　
面　
。　

大　
坂　
冬　
の　
陣　
の　
折　
、　
二　
条　
城　
の　
家　
康　
の　
許　
へ　
伝　
奏　
権　
大　
納　
言　
広　
橋　
兼　
勝　
、　
三　

条　
西　
実　
条　
が　
訪　
れ　
る　
。　『　
駿　③
府　
記　
』　
に　
よ　
れ　
ば　
、　「　
禁　
中　
儀　
式　
等　
七　
ケ　
条　
を　
家　
康　

に　
示　
」　
し　
、　
家　
康　
は　
「　
其　
古　
今　
の　
異　
同　
を　
考　
覈　
し　
て　
奉　
答　
せ　
ん　
」　
と　
答　
え　
た　
と　

い　
う　
。　
そ　
し　
て　
、　
こ　
の　
日　
、　「　
知　
恩　
院　
良　
純　
親　
王　
等　
、　
家　
康　
に　
見　
ゆ　
」　
と　
い　
う　
。　

以　
後　
、　
以　
下　
の　
よ　
う　
に　
事　
情　
は　
推　
移　
し　
て　
い　
く　
。　

慶　
長　
二　
十　
年　
（　
一　
六　
一　
五　
）　

六　
月　
二　
十　
八　
日　
　　
家　
康　
、　
八　
宮　
を　
猶　
子　
と　

為　
す　
。　

七　
月　
　　
十　
三　
日　
　　
元　
和　
と　
改　
元　
。　

元　
和　
元　
年　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
七　
月　
二　
十　
四　
日　
　　
家　
康　
、　
浄　
土　
宗　
諸　
法　
度　

を　
制　
定　
。　

元　
和　
　　
二　
年　
（　
一　
六　
一　
六　
）　

四　
月　
　　
十　
七　
日　
　　
家　
康　
、　
死　
去　
。　

元　
和　
　　
三　
年　
（　
一　
六　
一　
七　
）　

八　
月　
二　
十　
六　
日　
　　
後　
陽　
成　
院　
薨　
去　
。　

後　
陽　
成　
天　
皇　
の　
皇　
子　
で　
あ　
り　
な　
が　
ら　
、　
徳　
川　
家　
康　
の　
猶　
子　
と　
い　
う　
、　
極　
め　
て　

特　
殊　
な　
立　
場　
に　
八　
宮　
は　
置　
か　
れ　
て　
し　
ま　
う　
。　
こ　
こ　
か　
ら　
、　
代　
々　
の　
知　
恩　
院　
宮　
は　

徳　
川　
将　
軍　
の　
猶　
子　
と　
な　
る　
こ　
と　
が　
慣　
例　
と　
な　
る　
。　

元　
和　
　　
四　
年　
（　
一　
六　
一　
八　
）　

六　
月　
二　
十　
八　
日　
　　
秀　
忠　
、　
改　
め　
て　
浄　
土　
宗　

諸　
法　
度　
を　
知　
恩　
院　
に　
下　

す　
。　

元　
和　
　　
五　
年　
（　
一　
六　
一　
九　
）　

九　
月　
　　
十　
七　
日　
　　
八　
宮　
、　
知　
恩　
院　
に　
於　
い　

て　
得　
度　
。　
法　
諱　
、　
良　
純　
。　

二　
品　
に　
叙　
せ　
ら　
る　
。　

戒　
師　
は　
知　
恩　
院　
二　
十　
九　
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世　
満　
誉　
尊　
照　
。　

幕　
府　
門　
料　
千　
四　
十　
五　
石　

余　
を　
附　
す　
。　

十　
月　
二　
十　
一　
日　
　　
良　
純　
法　
親　
王　
改　
衣　
。　

元　
和　
　　
六　
年　
（　
一　
六　
二　
〇　
）　

六　
月　
　　
十　
八　
日　
　　
徳　
川　
和　
子　
入　
内　
。　

六　
月　
二　
十　
五　
日　
　　
知　
恩　
院　
僧　
正　
尊　
照　
満　
誉　

寂　
す　
。　

七　
月　
二　
十　
九　
日　
　　
従　
三　
位　
前　
権　
中　
納　
言　
庭　

田　
重　
定　
薨　
ず　
。　

元　
和　
五　
年　
、　
い　
よ　
い　
よ　
正　
式　
に　
八　
宮　
は　
出　
家　
と　
な　
っ　
た　
。　
良　
純　
法　
親　
王　
で　
あ　

る　
。　
し　
か　
し　
、　
戒　
師　
で　
あ　
り　
、　
知　
恩　
院　
住　
持　
の　
尊　
照　
は　
、　
得　
度　
の　
翌　
年　
に　
は　
亡　

く　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　
ま　
た　
、　
母　
方　
の　
伯　
父　
（　
庭　
田　
具　
子　
の　
兄　
）　
も　
亡　
く　
な　
っ　
て　

し　
ま　
う　
。　
時　
に　
良　
純　
法　
親　
王　
は　
十　
七　
歳　
（　
数　
え　
）　
で　
あ　
っ　
た　
。　

残　
る　
近　
親　
は　
と　
い　
う　
と　
兄　
弟　
で　
あ　
る　
が　
、　
後　
陽　
成　
天　
皇　
の　
皇　
子　
た　
ち　
は　
そ　
の　

ほ　
と　
ん　
ど　
が　
、　
出　
家　
し　
、　
法　
親　
王　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
以　④
下　
、　
そ　
の　
一　
族　
の　
具　
体　

を　
示　
し　
て　
み　
る　
。　

後　
陽　
成　
天　
皇　
皇　
子　
　　
覚　
深　
法　
親　
王　
〈　
仁　
和　
寺　
〉　

承　
快　
法　
親　
王　
〈　
仁　
和　
寺　

梶　
井　
宮　
〉　

後　
水　
尾　
天　
皇　
（　
三　
宮　
）　

近　
衛　
信　
尋　

尊　
性　
法　
親　
王　
〈　
大　
覚　
寺　
〉　（　
五　
宮　
）　

尭　
然　
法　
親　
王　
〈　
妙　
法　
院　
〉　（　
六　
宮　
）　

好　
仁　
親　
王　
　　
〈　
高　
松　
殿　
〉　（　
七　
宮　
）　

良　
純　
法　
親　
王　
　　
　　
〈　
知　
恩　
院　
〉　（　
八　
宮　
）　

一　
条　
昭　
良　
　　
（　
九　
宮　
）　

尊　
覚　
法　
親　
王　
〈　
一　
乗　
院　
〉　（　
十　
宮　
）　

道　
晃　
法　
親　
王　
〈　
聖　
護　
院　
・　
照　
高　
院　
〉　（　
吉　
宮　
）　

道　
周　
法　
親　
王　
〈　
照　
高　
院　
〉　（　
足　
宮　
）　

慈　
胤　
法　
親　
王　
〈　
梶　
井　
宮　
・　
天　
台　
座　
主　
〉　（　
清　
宮　
）　

元　
和　
三　
年　
、　
家　
康　
は　
日　
光　
山　
に　
東　
照　
大　
権　
現　
と　
し　
て　
祀　
ら　
れ　
た　
。　
そ　
こ　
で　
、　

法　
親　
王　
た　
ち　
は　
足　
し　
げ　
く　
、　
関　
東　
へ　
下　
向　
す　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。　
勅　
使　
や　
公　
卿　

達　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
法　
親　
王　
も　
日　
光　
へ　
通　
い　
、　
法　
要　
に　
参　
会　
す　
る　
。　
ま　
し　
て　
、　

徳　
川　
家　
康　
の　
猶　
子　
で　
あ　
る　
知　
恩　
院　
門　
跡　
は　
熱　
心　
に　
通　
う　
こ　
と　
と　
な　
る　
。　

寛　
永　
二　
年　
（　
一　
六　
二　
五　
）　
五　
月　
　　
知　
恩　
院　
門　
跡　
良　
純　
法　
親　
王　
関　
東　
下　
向　
。　

寛　
永　
三　
年　
（　
一　
六　
二　
六　
）　
九　
月　
　　
後　
水　
尾　
天　
皇　
二　
条　
城　
行　
幸　
。　
法　
親　
王　
達　

も　
二　
条　
城　
へ　
。　

寛　
永　
四　
年　
（　
一　
六　
二　
七　
）　
九　
月　
　　
知　
恩　
院　
門　
跡　
良　
純　
法　
親　
王　
関　
東　
下　
向　
。　

寛　
永　
五　
年　
（　
一　
六　
二　
八　
）　
五　
月　
　　
日　
光　
に　
て　
東　
照　
大　
権　
現　
十　
三　
回　
忌　
。　

知　
恩　
院　
門　
跡　
良　
純　
法　
親　
王　
、　
日　
光　
山　
御　

神　
会　
に　
て　
上　
香　
。　

特　
に　
、　
寛　
永　
五　
年　
の　
東　
照　
大　
権　
現　
十　
三　
回　
忌　
・　
寛　
永　
九　
年　
の　
第　
十　
七　
回　
忌　
は　

賑　
々　
し　
く　
行　
わ　
れ　
た　
。　
寛　
永　
九　
年　
の　
場　
合　
、　
一　
月　
二　
十　
四　
日　
に　
徳　
川　
秀　
忠　
が　
死　

去　
し　
た　
た　
め　
、　
日　
光　
に　
参　
詣　
す　
る　
が　
、　
家　
光　
は　
喪　
に　
服　
し　
参　
宮　
で　
き　
な　
か　
っ　
た　
。　

家　
光　
の　
江　
戸　
帰　
着　
後　
、　「　
門　
跡　
、　
公　
卿　
」　
た　
ち　
が　
日　
光　
へ　
参　
着　
す　
る　
。　
良　
純　
法　

親　
王　
も　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
登　
山　
し　
て　
い　
る　
。　
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寺　
院　
か　
ら　
、　
超　
越　
し　
た　
立　
場　
で　
あ　
っ　
た　
法　
親　
王　
は　
、　
幕　
藩　
体　
制　
の　
確　
立　
以　
後　
、　

そ　
の　
立　
場　
を　
幕　
府　
に　
保　
証　
さ　
れ　
る　
身　
と　
な　
っ　
た　
わ　
け　
で　
あ　
る　
。　

三　
　　
配　
流　

一　
見　
す　
る　
と　
平　
凡　
な　
時　
間　
が　
経　
過　
し　
て　
い　
く　
よ　
う　
に　
見　
え　
る　
が　
、　
時　
代　
は　
大　

き　
く　
変　
動　
し　
て　
い　
っ　
た　
。　『　
大　⑤
猷　
院　
殿　
御　
実　
記　
』　
寛　
永　
二　
十　
年　
十　
二　
月　
の　
条　
に　

は　
、　
次　
の　
記　
述　
が　
み　
え　
る　
。　

此　
と　
し　
知　
恩　
院　
門　
主　
良　
純　
親　
王　
近　
年　
放　
蕩　
の　
所　
行　
あ　
る　
に　
よ　
り　
、　
罪　
蒙　
り　

て　
甲　
州　
天　
目　
山　
に　
左　
遷　
せ　
ら　
る　
。　
年　
は　
四　
十　
な　
り　
と　
ぞ　
。　

『　
知　
恩　
院　
史　
』　「　
賢　
誉　
大　
僧　
正　
任　
官　
記　
」　
に　
よ　
る　
と　
良　
純　
法　
親　
王　
の　
配　
流　
は　
寛　
永　

二　
十　
年　
（　
一　
六　
四　
三　
）　
十　
一　
月　
十　
日　
と　
い　
う　
。　
約　
一　
ヵ　
月　
後　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
は　

も　
は　
や　
甲　
斐　
の　
人　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

甲　
斐　
の　
方　
で　
は　
、　
谷　
村　
藩　
を　
支　
配　
す　
る　
秋　
元　
家　
が　
、　
急　
な　
要　
人　
警　
護　
の　
た　
め　

に　
苦　
心　
惨　
憺　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　
後　
陽　
成　
天　
皇　
第　
八　
皇　
子　
・　
二　
品　
宮　
す　
な　
わ　
ち　

知　
恩　
院　
門　
跡　
良　
純　
法　
親　
王　
を　
預　
か　
る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
そ　
れ　
も　
、　

配　
流　
と　
い　
う　
処　
置　
に　
よ　
っ　
て　
。　
ど　
の　
よ　
う　
に　
扱　
い　
申　
し　
上　
げ　
る　
べ　
き　
か　
、　
万　
が　

一　
な　
に　
か　
あ　
っ　
て　
は　
大　
変　
と　
考　
え　
る　
の　
は　
受　
け　
入　
れ　
側　
の　
発　
想　
と　
し　
て　
、　
当　
然　

の　
こ　
と　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

当　
時　
の　
藩　
主　
は　
、　
秋　
元　
越　
中　
守　
富　
朝　
で　
あ　
っ　
た　
。　
父　
の　
泰　
朝　
は　
家　
康　
に　
仕　
え　
、　

駿　
府　
御　
側　
用　
人　
、　
江　
戸　
御　
小　
姓　
組　
御　
書　
院　
番　
頭　
な　
ど　
を　
経　
て　
、　
寛　
永　
十　
年　
（　
一　

六　
三　
三　
）　
甲　
斐　
国　
都　
留　
郡　
谷　
村　
に　
転　
封　
、　
寛　
永　
十　
九　
年　
に　
没　
し　
て　
い　
る　
。　
富　
朝　

は　
父　
の　
死　
に　
よ　
り　
、　
家　
を　
継　
い　
だ　
ば　
か　
り　
で　
あ　
っ　
た　
。　
寛　
永　
二　
十　
年　
当　
時　
、　
富　

朝　
は　
数　
え　
で　
三　
十　
四　
歳　
。　

配　
流　
と　
い　
う　
措　
置　
に　
つ　
い　
て　
も　
、　
考　
慮　
し　
て　
お　
か　
ね　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　
近　
い　
時　

期　
に　
甲　
州　
に　
配　
流　
さ　
れ　
た　
人　
物　
と　
し　
て　
は　
、　
有　
馬　
晴　
信　
や　
駿　
河　
大　
納　
言　
忠　
長　
卿　

が　
い　
た　
。　

慶　
長　
十　
七　
年　
（　
一　
六　
一　
二　
）　
三　
月　
二　
十　
二　
日　
、　
キ　
リ　
シ　
タ　
ン　
大　
名　
と　
し　
て　
知　

ら　
れ　
た　
有　
馬　
晴　
信　
は　
甲　
斐　
国　
郡　
内　
に　
配　
流　
さ　
れ　
て　
、　
同　
年　
四　
月　
二　
十　
八　
日　
自　
殺　
。　

寛　
永　
八　
年　
（　
一　
六　
三　
一　
）　
四　
月　
二　
十　
九　
日　
に　
は　
、　
か　
の　
有　
名　
な　
家　
光　
の　
弟　
・　

忠　
長　
が　
病　
気　
療　
養　
を　
理　
由　
に　
甲　
州　
へ　
蟄　
居　
さ　
せ　
ら　
れ　
る　
。　
家　
司　
の　
鳥　
居　
淡　
路　
守　

成　
伸　
の　
所　
領　
が　
甲　
州　
谷　
村　
で　
あ　
っ　
た　
た　
め　
、　
そ　
の　
保　
護　
下　
に　
置　
く　
に　
便　
利　
で　
あ　

っ　
た　
た　
め　
で　
あ　
る　
。　
し　
か　
し　
、　
そ　
の　
行　
い　
が　
改　
ま　
ら　
な　
い　
た　
め　
、　
翌　
寛　
永　
九　
年　

十　
月　
二　
十　
日　
、　
忠　
長　
は　
上　
州　
高　
崎　
へ　
幽　
閉　
。　
そ　
こ　
で　
自　
刃　
。　
た　
め　
に　
、　
忠　
長　
の　

家　
臣　
は　
み　
な　
、　
配　
流　
・　
蟄　
居　
・　
追　
放　
と　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　

近　
い　
時　
期　
に　
こ　
れ　
だ　
け　
の　
大　
事　
件　
が　
あ　
っ　
た　
。　
法　
親　
王　
を　
預　
か　
る　
こ　
と　
に　
な　

っ　
た　
秋　
元　
家　
は　
、　
家　
司　
で　
は　
な　
い　
の　
だ　
が　
、　
大　
事　
件　
に　
ま　
き　
こ　
ま　
れ　
た　
こ　
と　
に　

な　
る　
。　

さ　
て　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
の　
配　
流　
先　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　『　
徳　
川　
実　
紀　
』　
を　
初　
め　
と　
し　

て　
、　
そ　
の　
資　
料　
の　
殆　
ど　
が　
「　
甲　
州　
天　
目　
山　
に　
配　
流　
」　
と　
し　
て　
い　
る　
。　『　
甲　⑥
斐　
国　

史　
』　
で　
は　
こ　
の　
天　
目　
山　
を　
、　
武　
田　
信　
満　
・　
武　
田　
勝　
頼　
・　
有　
馬　
晴　
信　
自　
害　
の　
地　
と　

し　
て　
、　「　
三　
人　
ま　
で　
人　
主　
没　
命　
の　
地　
」　
と　
表　
現　
し　
て　
い　
る　
。　
不　
吉　
だ　
か　
ら　
と　
い　

う　
理　
由　
か　
ら　
で　
は　
な　
か　
ろ　
う　
が　
、　
結　
果　
的　
に　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
は　
甲　
州　
郡　
内　
の　
天　

目　
山　
で　
は　
な　
く　
、　
国　
中　
地　
域　
に　
滞　
在　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

『　
甲　
斐　
国　
史　
』　
に　
よ　
れ　
ば　
、　
甲　
府　
近　
郊　
の　
湯　
村　
に　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
「　
御　
仮　
屋　

跡　
」　
が　
あ　
り　
、　「　
今　
天　
神　
ヲ　
祀　
ル　
」　
と　
伝　
え　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
最　
初　
の　
仮　
屋　
は　
寒　

風　
が　
ひ　
ど　
い　
た　
め　
に　
、　
親　
王　
の　
希　
望　
に　
よ　
り　
興　
因　
寺　
へ　
移　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　

そ　
こ　
で　
、　
秋　
元　
家　
で　
は　
非　
常　
に　
苦　
心　
し　
て　
、　
興　
因　
寺　
を　
警　
固　
し　
た　
。　
そ　
の　
様　

子　
は　
『　
秋　⑦
元　
家　
館　
林　
藩　
史　
料　
』　
か　
ら　
も　
読　
み　
取　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

一　
筆　
令　
申　
候　
我　
等　
事　
近　
々　
江　
戸　
へ　
参　
候　
。　
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一　
興　
因　
寺　
ニ　
足　
軽　
両　
人　
昼　
夜　
共　
ニ　
付　
置　
盗　
之　
用　
心　
能　
々　
可　
被　
仕　
候　
。　
近　
所　

ニ　
何　
方　
成　
ト　
モ　
可　
然　
所　
々　
カ　
リ　
ノ　
番　
屋　
ヲ　
コ　
シ　
ラ　
ヘ　
テ　
夜　
ハ　
其　
番　
ヤ　

ニ　
足　
軽　
付　
置　
可　
被　
申　
候　
。　
自　
然　
御　
門　
跡　
御　
機　コマ
遣　
ニ　
思　
召　
義　
モ　
可　
有　
之　

候　
間　
、　
少　
モ　
御　
機　
遣　
無　
之　
様　
ニ　
盗　
之　
用　
心　
ニ　
足　
軽　
付　
置　
申　
通　
可　
被　
申　

候　
。　
同　
ハ　
番　
屋　
ト　
見　
ヘ　
不　
申　
候　
様　
ニ　
可　
被　
仕　
候　
。　

一　
御　
門　
跡　
ヘ　
内　
々　
御　
理　
リ　
申　
置　
候　
而　
、　
自　
然　
盗　
已　
下　
万　
事　
ニ　
心　
ヲ　
ソ　
ヘ　
申　

様　
ニ　
可　
被　
仕　
候　
。　
跡　
々　
ヨ　
リ　
モ　
鋳　
良　
弥　
念　
ノ　
入　
候　
義　
、　
肝　
要　
ニ　
候　
。　

御　
門　
跡　
少　
モ　
御　
機　
遣　
無　
之　
様　
ニ　
可　
被　
仕　
候　
。　

一　
其　
元　
之　
左　
右　
毎　
日　
無　
油　
断　
、　
谷　
村　
迄　
可　
被　
申　
越　
候　
。　
謹　
言　

十　
二　
月　
廿　
一　
日　

越　
中　

花　
押　

関　
口　
助　
兵　
衛　
　　
殿　

安　
中　
五　
郎　
兵　
衛　
殿　

秋　
元　
越　
中　
守　
富　
朝　
の　
書　
状　
の　
写　
し　
で　
あ　
る　
が　
、　
こ　
れ　
に　
よ　
る　
と　
、　
自　
分　
達　
は　

近　
い　
う　
ち　
に　
、　
江　
戸　
へ　
行　
く　
。　
興　
因　
寺　
を　
足　
軽　
二　
名　
に　
昼　
夜　
警　
固　
さ　
せ　
、　
盗　
人　

な　
ど　
に　
、　
気　
を　
付　
け　
る　
よ　
う　
に　
と　
い　
う　
。　
ま　
た　
近　
所　
に　
番　
屋　
を　
作　
り　
、　
夜　
間　
は　

そ　
の　
番　
屋　
に　
足　
軽　
二　
名　
を　
配　
置　
さ　
せ　
よ　
と　
の　
こ　
と　
で　
あ　
っ　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　
そ　
の　

番　
屋　
は　
法　
親　
王　
が　
気　
遣　
う　
こ　
と　
の　
な　
い　
よ　
う　
に　
、　
一　
見　
、　
番　
屋　
と　
は　
見　
え　
な　
い　

よ　
う　
に　
せ　
よ　
と　
指　
示　
す　
る　
。　
く　
れ　
ぐ　
れ　
も　
、　
油　
断　
の　
な　
い　
よ　
う　
に　
、　
な　
に　
か　
あ　

れ　
ば　
、　
谷　
村　
ま　
で　
連　
絡　
す　
る　
よ　
う　
に　
と　
の　
指　
示　
も　
忘　
れ　
て　
い　
な　
い　
。　

一　
昨　
廿　
一　
日　
の　
書　
付　
、　
同　
晩　
参　
申　
候　
事　
。　

一　
雨　
宮　
勘　
兵　
衛　
殿　
よ　
り　
被　
遣　
候　
状　
届　
之　
候　
間　
、　
御　
報　
申　
入　
候　
間　
差　
越　
可　
被　

申　
候　
事　
。　

一　
御　
門　
跡　
御　
機　
嫌　
よ　
く　
候　
之　
由　
、　
目　
出　
度　
候　
。　

（　
中　
略　
）　

一　
昨　
朝　
申　
遣　
候　
ご　
と　
く　
盗　
人　
用　
心　
の　
た　
め　
に　
候　
間　
、　
御　
門　
跡　
御　
宿　
之　
近　
所　

ニ　
足　
軽　
一　
両　
人　
日　
暮　
れ　
し　
の　
び　
番　
い　
た　
さ　
せ　
可　
被　
申　
、　
か　
な　
ら　
ず　
油　

断　
被　
成　
ま　
じ　
く　
候　
。　
以　
上　

極　
月　
廿　
二　
日　
　　
　　
越　
中　花　

押　

関　
口　
助　
兵　
衛　
　　
殿　

安　
中　
五　
郎　
兵　
衛　
殿　

こ　
の　
書　
状　
に　
明　
ら　
か　
な　
如　
く　
、　
法　
親　
王　
が　
ご　
機　
嫌　
よ　
く　
お　
過　
ご　
し　
な　
ら　
ば　
よ　

い　
が　
、　
さ　
ら　
に　
油　
断　
の　
な　
い　
よ　
う　
に　
と　
念　
を　
押　
し　
て　
い　
る　
。　

ま　
た　
、　
明　
け　
て　
、　
寛　
永　
二　
十　
一　
年　
一　
月　
二　
十　
八　
日　
に　

一　
筆　
申　
候　
。　
御　
も　
ん　
ぜ　
き　
御　
機　
嫌　
よ　
く　
候　
由　
、　
毎　
度　
申　
こ　
し　
被　
申　
候　
。　
ぬ　

す　
人　
百　
事　
ゆ　
だ　
ん　
被　
申　
間　
敷　
候　
。　
恐　
惶　
謹　
言　

正　
月　
廿　
八　
日　
　　
　　
　　
　　
　　
越　
中　花　

押　

安　
中　
五　
郎　
兵　
衛　
殿　

関　
口　
助　
兵　
衛　
　　
殿　

石　
井　
茂　
兵　
衛　
　　
殿　

と　
、　
重　
ね　
て　
念　
を　
押　
し　
て　
い　
る　
。　
越　
中　
守　
富　
朝　
の　
、　
神　
経　
質　
な　
ほ　
ど　
の　
気　
配　
り　

が　
見　
え　
る　
。　
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と　
こ　
ろ　
が　
、　
こ　
の　
事　
態　
に　
困　
惑　
し　
て　
い　
る　
人　
物　
が　
他　
に　
も　
い　
た　
。　
ほ　
か　
で　
も　

な　
い　
、　
当　
の　
興　
因　
寺　
の　
住　
持　
で　
あ　
る　
。　『　
後　⑧
陽　
成　
院　
八　
ノ　
宮　
様　
　　
御　
由　
緒　
』　
に　

興　
因　
寺　
の　
住　
持　
の　
覚　
書　
が　
記　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

一　
　　
寛　
永　
廿　
癸　
未　
年　
十　
二　
月　
下　
旬　
　　
後　
陽　
成　
院　
様　
之　
皇　
子　
八　
ノ　
宮　
様　

當　
國　
湯　
之　
嶋　
江　
御　
配　
流　
迚　
御　
下　
向　
。　
秋　
本　ママ
越　
中　
守　
殿　
宮　
様　
御　

宿　
坊　
に　
従　
御　
公　
儀　
様　
被　
仰　
付　
旨　
御　
断　
候　
。　
諸　
事　
之　
肝　
煎　
に　
付　

御　
代　
官　
也　
。　
本　
堂　
於　
御　
座　
之　
間　
ニ　
被　
成　
ル　
故　
、　
愚　
僧　
者　
衆　
寮　

エ　
引　
籠　
居　
住　
ス　
。　
禁　
裏　
与　
越　
中　
守　
殿　
之　
役　
人　
大　
勢　
入　
籠　
御　

守　
護　
服　
穢　
御　
忌　
門　
番　
厳　
敷　
、　
猥　
出　
入　
難　
成　
。　
依　
而　
八　
百　
餘　

檀　
那　
皆　
離　
散　
。　

本　
堂　
を　
法　
親　
王　
の　
御　
座　
の　
間　
に　
す　
る　
た　
め　
、　
興　
因　
寺　
の　
僧　
は　
衆　
寮　
に　
引　
き　
篭　

も　
っ　
て　
生　
活　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
そ　
の　
上　
、　
警　
固　
の　
役　
人　
が　
や　
た　

ら　
と　
出　
入　
り　
す　
る　
た　
め　
に　
、　
村　
の　
人　
々　
が　
出　
入　
り　
し　
づ　
ら　
く　
な　
っ　
て　
し　
ま　
い　
、　

檀　
家　
が　
皆　
離　
れ　
て　
し　
ま　
っ　
た　
。　
秋　
元　
富　
朝　
の　
気　
配　
り　
は　
、　
寺　
に　
と　
っ　
て　
存　
亡　
の　

危　
機　
を　
も　
た　
ら　
す　
こ　
と　
と　
な　
っ　
て　
し　
ま　
う　
。　

こ　
れ　
で　
は　
、　
あ　
り　
が　
た　
く　
も　
迷　
惑　
な　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
寺　
の　
御　
本　
尊　
は　
釈　

迦　
如　
来　
で　
あ　
る　
が　
、　
そ　
の　
他　
に　
、　
開　
山　
随　
身　
の　
白　
狐　
を　
狐　
王　
大　
明　
神　
と　
し　
て　
、　

お　
祭　
り　
す　
る　
よ　
う　
な　
、　
庶　
民　
信　
仰　
の　
生　
き　
て　
い　
た　
寺　
で　
も　
あ　
っ　
た　
。　

そ　
こ　
で　
興　
因　
寺　
住　
持　
は　
天　
正　
以　
来　
の　
、　
寺　
の　
由　
緒　
書　
な　
ど　
を　
詳　
し　
く　
記　
し　
、　

懸　
命　
に　
寺　
の　
窮　
乏　
を　
訴　
え　
続　
け　
た　
。　
そ　
の　
甲　
斐　
あ　
っ　
て　
、　
慶　
安　
二　
年　
（　
一　
六　
四　

九　
）　
に　
な　
っ　
て　
将　
軍　
家　
よ　
り　
黄　
金　
を　
拝　
領　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　

そ　
の　
際　
、　
秋　
元　
越　
中　
守　
富　
朝　
か　
ら　
は　
、　
小　
田　
原　
往　
還　
の　
た　
め　
の　
馬　
ま　
で　
下　
賜　
さ　

れ　
て　
い　
る　
。　

一　
　　
権　
現　
様　
本　
寺　
領　
之　
御　
判　
物　
者　
寺　
爲　
住　
役　
賜　
之　
是　
於　
以　
勤　
番　

専　
住　
役　
當　
此　
時　
宮　
様　
當　
寺　
御　
宿　
坊　
故　
檀　
那　
皆　
離　
散　
。　
仍　
テ　

貧　
地　
与　
成　
　　
住　
要　
如　
件　
。　
御　
公　
方　
様　
よ　
り　
御　
朱　
印　
二　
枚　
被　
下　

置　
、　
廣　
太　
之　
御　
公　
恩　
雖　
謝　
其　
要　
如　
斯　
因　
茲　
天　
正　
以　
来　
所　

謂　
御　
由　
緒　
祥　
記　
直　
勘　
三　
郎　
殿　
江　
願　
之　
意　
趣　
別　
ニ　
有　
之　
。　

一　
　　
慶　
安　
己　
丑　
年　
御　
公　
方　
様　
よ　
り　
黄　
金　
拝　
領　
而　
住　
役　
勤　
之　
。　
旦　
小　

田　
原　
江　
往　
来　
御　
傳　
馬　
下　
賜　
秋　
本　ママ
越　
中　
守　
殿　
承　
之　
。　

慶　
安　
四　
年　
八　
月　
中　
旬　
當　
寺　
十　
五　
代　
梵　
九　
叟　
輪　
番　
畢　
。　
而　
記　
之　
。　

よ　
う　
や　
く　
興　
因　
寺　
住　
持　
も　
安　
堵　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　

四　
　　
良　
純　
法　
親　
王　
の　
配　
流　
を　
め　
ぐ　
る　
問　
題　

良　
純　
法　
親　
王　
の　
配　
流　
の　
理　
由　
に　
は　
、　
以　
下　
の　
ご　
と　
き　
諸　
説　
が　
あ　
る　
。　

①　
　　
門　
跡　
の　
名　
誉　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
知　
恩　
院　
の　
寺　
務　
職　
の　
執　
行　
を　
望　
ん　
だ　

た　
め　
。　

②　
　　
朝　
権　
の　
回　
復　
を　
論　
じ　
、　
幕　
府　
の　
忌　
諱　
に　
触　
れ　
た　
た　
め　
。　

③　
　　
同　
様　
に　
、　
朝　
廷　
の　
忌　
諱　
に　
触　
れ　
た　
た　
め　
。　

④　
　　
酒　
色　
の　
乱　
行　
の　
た　
め　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
の　
配　
流　
の　
親　
王　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
他　
に　
も　
い　
ろ　
い　
ろ　
の　
逸　
話　
が　
流　

布　
し　
て　
い　
る　
。　
管　
見　
の　
範　
囲　
で　
、　
興　
味　
深　
い　
も　
の　
を　
以　
下　
に　
列　
挙　
し　
て　
お　
き　
た　

い　
。　

一　
　　
遊　
女　
八　
千　
代　
と　
馴　
染　
み　
、　
板　
倉　
所　
司　
代　
に　
よ　
り　
配　
流　
と　
な　
る　
。　

二　
　　
遊　
女　
吉　
野　
を　
始　
め　
と　
す　
る　
数　
人　
の　
遊　
女　
と　
馴　
染　
み　
、　
和　
歌　
が　
、　
京　
の　

人　
々　
の　
噂　
と　
な　
る　
。　
こ　
れ　
を　
天　
皇　
が　
怒　
っ　
て　
、　
配　
流　
と　
す　
る　
。　

三　
　　
配　
流　
の　
際　
の　
「　
な　
け　
ば　
き　
く　
き　
け　
ば　
都　
の　
な　
つ　
か　
し　
き　
此　
里　
す　
ぎ　
よ　
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山　
ほ　
と　
ゝ　
ぎ　
す　
」　
の　
歌　
に　
よ　
っ　
て　
、　
甲　
州　
で　
は　
ほ　
と　
と　
ぎ　
す　
が　
鳴　

か　
な　
い　
と　
い　
う　
。　

四　
　　
配　
流　
の　
際　
の　
「　
ふ　
る　
ゆ　
き　
も　
こ　
の　
山　
里　
は　
こ　
ゝ　
ろ　
せ　
よ　
竹　
の　
園　
生　
の　

す　
ゑ　
た　
わ　
む　
世　
に　
」　
の　
歌　
に　
よ　
っ　
て　
、　
天　
皇　
の　
怒　
り　
が　
と　
け　
、　
帰　

洛　
が　
許　
さ　
れ　
た　
と　
す　
る　
。　

時　
代　
は　
下　
る　
が　
、　『　
羇　
旅　
漫　
録　
』　
の　
逸　
話　
も　
ま　
た　
と　
ど　
め　
お　
く　
べ　
き　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

『　
羇　
旅　
漫　
録　
』　

〔　
四　
十　
〕　

遊　
女　
八　
千　
代　
が　
噂　
　　
是　
よ　
り　
京　
の　
話　
を　
し　
る　
す　
。　

八　
の　
宮　
は　
、　
遊　
女　
八　
千　
代　
に　
ふ　
か　
く　
契　
り　
た　
ま　
へ　
り　
。　
日　
夜　
を　
か　
ぎ　

ら　
ず　
放　
蕩　
そ　
の　
度　
に　
過　
ぎ　
た　
れ　
ば　
、　
そ　
の　
頃　
の　
所　
司　
代　
板　
倉　
侯　
、　
屡　

諌　
言　
す　
と　
い　
へ　
ど　
も　
、　
も　
ち　
ひ　
た　
ま　
は　
ず　
。　
板　
倉　
止　
む　
こ　
と　
を　
得　
ず　
、　

若　
干　
金　
を　
以　
て　
八　
千　
代　
を　
身　
う　
け　
し　
、　
こ　
れ　
を　
八　
の　
宮　
に　
獻　
じ　
、　
し　

か　
し　
て　
後　
八　
の　
宮　
を　
配　
流　
せ　
ら　
る　
。　
則　
ち　
八　
千　
代　
も　
と　
も　
に　
配　
所　
に　

至　
ら　
し　
む　
。　
こ　
ゝ　
を　
も　
て　
八　
千　
代　
が　
名　
、　
よ　
し　
野　
よ　
り　
高　
し　
。　〈　
橋　
本　

肥　
後　
守　
經　
亮　
話　
〉　

追　
考　
、　
甲　
州　
一　
國　
は　
夏　
ほ　
と　
ゝ　
ぎ　
す　
啼　
ず　
。　
か　
の　
國　
の　
人　
の　
説　
に　
、　

八　
の　
宮　
甲　
州　
に　
ま　
し　
ま　
し　
け　
る　
と　
き　
、　

な　
け　
ば　
き　
く　
き　
け　
ば　
都　
の　
な　
つ　
か　
し　
き　
此　
里　
す　
ぎ　
よ　
山　
ほ　
と　
ゝ　
ぎ　

す　
こ　
れ　
よ　
り　
杜　
鵑　
な　
か　
ず　
と　
い　
ふ　
。　〈　
家　
兄　
羅　
文　
の　
話　
〉　
程　
へ　
て　
八　
の　

宮　
歸　
洛　
し　
た　
ま　
ひ　
ぬ　
。　

頭　
注　
に　
は　
次　
の　
よ　
う　
に　
説　
明　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

直　
輔　
親　
王　
は　
、　
後　
陽　
成　
帝　
第　
八　
ノ　
皇　
子　
、　
幼　
く　
し　
て　
智　
恩　
院　
に　
入　
ら　

せ　
た　
ま　
ひ　
、　
元　
和　
元　
年　
、　
徳　
川　
家　
康　
猶　
子　
と　
し　
て　
、　
同　
き　
五　
年　
剃　
髪　

名　
を　
良　
純　
と　
改　
め　
給　
ふ　
。　
寛　
永　
廿　
年　
、　
甲　
州　
天　
目　
山　
に　
配　
流　
せ　
ら　
れ　

し　
と　
き　
、　「　
ふ　
る　
ゆ　
き　
も　
こ　
の　
山　
里　
は　
こ　
ゝ　
ろ　
せ　
よ　
竹　
の　
園　
生　
の　
す　
ゑ　

た　
わ　
む　
世　
に　
」　。　
万　
治　
二　
年　
歸　
洛　
し　
給　
ひ　
、　
歸　
俗　
し　
て　
以　
心　
庵　
と　
號　
し　
、　

北　
野　
に　
住　
わ　
び　
給　
ひ　
、　
寛　
文　
九　
年　
八　
月　
御　
年　
六　
十　
六　
に　
し　
て　
、　
薨　
じ　

給　
ふ　
。　

良　
純　
法　
親　
王　
に　
ま　
つ　
わ　
る　
和　
歌　
の　
話　
は　
、　『　
甲　
斐　
国　
史　
』　
に　
報　
ぜ　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

『　
甲　
斐　
国　
志　
』　
巻　
之　
四　
十　
五　
　　
古　
蹟　
部　
第　
八　

親　
王　
初　
メ　
御　
不　
行　
跡　
ニ　
テ　
島　
原　
ノ　
遊　
女　
三　
芳　
野　
ニ　
馴　
致　
シ　
玉　
ヒ　
、　
彼　

女　
死　
ケ　
ル　
時　
和　
歌　
ヲ　
詠　
ゼ　
ラ　
ル　
。　
遊　
女　
芳　
野　
ハ　
能　
筆　
ノ　
聞　
ア　
リ　
。　

都　
を　
ば　
花　
な　
き　
里　
と　
な　
し　
に　
け　
り　

よ　
し　
野　
を　
死　
出　
の　
山　
に　
移　
し　
て　

甲　
斐　
の　
内　
侍　
に　
御　
名　
た　
ち　
て　
甲　
州　
へ　

遷　
ら　
せ　
玉　
ふ　
と　
て　

行　
と　
て　
も　
住　
憂　
か　
ら　
じ　
な　
東　
方　

き　
み　
が　
名　
に　
お　
ふ　
甲　
斐　
の　
山　
里　

一　
説　
に　
阿　
海　
と　
云　
女　
に　
御　
名　
立　
ち　
け　
れ　
ば　

京　
童　
の　
歌　
に　

八　
の　
宮　
お　
う　
み　
に　
契　
り　
深　
き　
ゆ　
ゑ　

其　
行　
先　
も　
か　
ひ　
の　
国　
な　
り　

愛　
知　
川　
に　
て　
　　
甲　
州　
御　
下　
り　
の　
時　

愛　
知　
川　
を　
わ　
た　
れ　
と　
千　
鳥　
鳴　
ぬ　
な　
り　

誰　
か　
偽　
り　
の　
名　
に　
や　
立　
つ　
ら　
ん　

此　
歌　
叡　
聞　
ニ　
達　
シ　
ケ　
レ　
バ　
帝　
逆　
鱗　
ア　
リ　
テ　
、　
向　
後　
和　
歌　
共　
ニ　
勅　
勘　
ノ　
由　
仰　
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出　
ラ　
レ　
ケ　
ル　
ニ　
由　
リ　
、　
甲　
州　
ニ　
テ　
ハ　
御　
詠　
歌　
無　
カ　
リ　
シ　
ト　
云　
々　
。　
今　
本　
州　

所　
在　
ニ　
親　
王　
ノ　
筆　
跡　
ヲ　
蔵　
ム　
ル　
者　
多　
シ　
ト　
雖　
モ　
、　
大　
抵　
和　
漢　
朗　
詠　
集　
等　
ノ　

詩　
歌　
也　
。　
御　
自　
詠　
ト　
云　
ヘ　
ル　
モ　
無　
ニ　
ハ　
非　
ザ　
レ　
ド　
モ　
之　
ヲ　
略　
ス　
。　

『　
甲　
斐　
国　
志　
』　
は　
、　「　
親　
王　
ノ　
筆　
跡　
ヲ　
蔵　
ム　
ル　
者　
多　
シ　
ト　
雖　
モ　
、　
大　
抵　
和　
漢　

朗　
詠　
集　
等　
ノ　
詩　
歌　
也　
」　
と　
い　
う　
が　
、　
実　
際　
、　
詠　
歌　
よ　
り　
も　
書　
写　
し　
た　
古　
典　
籍　
の　

方　
が　
目　
立　
つ　
。　『　
御　
由　
緒　
』　
に　
は　
次　
の　
短　
冊　
が　
あ　
る　
と　
記　
載　
さ　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　

そ　
の　
内　
容　
は　
皆　
『　
新　
古　
今　
和　
歌　
集　
』　
で　
あ　
る　
。　

短　
冊　
拾　
枚　
写　

お　
も　
影　
の　
か　
す　
め　
る　
月　
ぞ　
や　
ど　
り　
け　
る　

春　
や　
む　
か　
し　
の　
袖　
の　
な　
み　
だ　
に　
（　
新　
古　
今　
一　
一　
三　
六　
・　
俊　
成　
女　
）　

御　
詠　
遊　
レ　
テ　
ソ　
ゞ　
ロ　
御　
涙　
ニ　
ク　
レ　
サ　
セ　
給　
フ　
時　
、　
御　
側　
ニ　
（　
梵　
九　
和　

尚　
　　
十　
五　
世　
之　
僧　
）　
有　
テ　
色　
々　
御　
取　
合　
後　
生　
之　
御　
物　
語　
リ　
杯　
致　
シ　
御　

慰　
メ　
申　
セ　
シ　
由　
、　
寺　
傳　
ニ　
有　
之　
。　
右　
御　
染　
筆　
之　
御　
短　
冊　
、　
今　
ニ　
寺　
ニ　

所　
持　
ス　
。　

又　

世　
を　
い　
と　
ふ　
よ　
し　
野　
み　
山　
の　
よ　
ぶ　
こ　
鳥　

ふ　
る　
き　
こ　
ゝ　
ろ　
の　
程　
や　
し　
る　
ら　
ん　
　　（　
新　
古　
今　
一　
四　
七　
五　
・　
法　
印　
幸　
清　
）　

庭　
の　
面　
は　
ま　
だ　
か　
は　
か　
ぬ　
に　
夕　
立　
の　

そ　
ら　
さ　
り　
げ　
な　
く　
す　
め　
る　
月　
哉　
　　
　　（　
新　
古　
今　
二　
六　
七　
・　
従　
三　
位　
頼　
政　
）　

ゆ　
く　
年　
の　
お　
じ　
ま　
の　
蜑　
の　
ぬ　
れ　
衣　

重　
て　
そ　
で　
に　
浪　
や　
か　
く　
ら　
ん　
　　
　　

（　
新　
古　
今　
七　
〇　
四　
・　
有　
家　
朝　
臣　
）　

手　
も　
た　
ゆ　
く　
な　
ら　
す　
あ　
ふ　
ぎ　
の　
を　
き　
所　

わ　
す　
る　
ば　
か　
り　
に　
秋　
風　
ぞ　
ふ　
く　

（　
新　
古　
今　
三　
〇　
九　
・　
相　
模　
）　

む　
ら　
さ　
き　
の　
雲　
に　
も　
あ　
ら　
で　
春　
が　
す　
み　

た　
な　
び　
く　
山　
の　
か　
ひ　
は　
な　
に　
ぞ　
も　

（　
新　
古　
今　
一　
四　
四　
八　
・　
円　
融　
院　
）　

に　
ほ　
ふ　
ら　
む　
か　
す　
み　
の　
う　
ち　
の　
桜　
花　

思　
ひ　
や　
り　
て　
も　
お　
し　
き　
春　
か　
な　
　　
（　
新　
古　
今　
一　
〇　
一　
六　
・　
清　
原　
元　
輔　
）　

秋　
風　
の　
袖　
に　
吹　
ま　
く　
嶺　
の　
雲　
を　

つ　
ば　
さ　
に　
か　
け　
て　
雁　
も　
な　
く　
な　
り　
（　
新　
古　
今　
五　
〇　
六　
・　
家　
隆　
朝　
臣　
）　

さ　
み　
だ　
れ　
に　
ま　
や　
の　
軒　
端　
の　
雨　
そ　
ゝ　
ぎ　

あ　
ま　
り　
な　
る　
ま　
で　
ぬ　
る　
ゝ　
袖　
か　
な　

（　
新　
古　
今　
一　
四　
九　
二　
・　
皇　
太　
后　
宮　
大　
夫　
俊　
成　
）　

『　
甲　
斐　
国　
志　
』　
が　
い　
う　
ご　
と　
く　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
筆　
の　
『　
和　
漢　
朗　
詠　
集　
』　
も　
存　
在　

す　
る　
。　○　

山　
梨　
県　
立　
図　
書　
館　
甲　
州　
文　
庫　
蔵　
『　
良　
純　
法　
親　
王　
　　
和　
漢　
朗　
詠　
集　
』　

一　
軸　

十　
八　
公　
栄　
霜　
後　
露　
一　
千　
年　
色　
雪　
中　
深　

わ　
れ　
み　
て　
も　
久　
し　
く　
な　
り　
ぬ　
住　
よ　
し　
の　
き　
し　
の　
姫　
松　
い　
く　
世　
へ　
ぬ　
ら　
ん　

○　
個　
人　
蔵　
伝　
良　
純　
法　
親　
王　
筆　
『　
詩　
歌　
巻　
（　
和　
漢　
朗　
詠　
集　
）　』　
一　
巻　
（　
二　
十　

六　
×　
六　
九　
〇　
糎　
）　

『　
甲　
斐　
国　
史　
』　
に　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
考　
察　
も　
見　
え　
る　
。　

俚　
談　
ニ　
親　
王　
嘗　
テ　
懐　
土　
ノ　
御　
詠　
歌　
ニ　
『　
鳴　
ば　
き　
く　
き　
け　
ば　
都　
の　
恋　
し　
き　
に　

こ　
の　
里　
過　
ぎ　
よ　
山　
ほ　
と　
ゝ　
ぎ　
す　
』　
ト　
有　
リ　
テ　
ヨ　
リ　
後　
、　
此　
邊　
ニ　
テ　
郭　
公　
鳴　

ク　
事　
無　
シ　
。　
今　
ニ　
至　
リ　
尚　
爾　
リ　
ト　
。　
按　
ズ　
ル　
ニ　
本　
州　
ニ　
郭　
公　
ノ　
稀　
ナ　
ル　
事　

ハ　
古　
令　
然　
ト　
ス　
。　
豈　
ニ　
此　
邊　
ノ　
ミ　
ニ　
限　
ラ　
ン　
ヤ　
。　
佐　
渡　
風　
土　
記　
ニ　
承　
久　
中　

順　
徳　
院　
上　
皇　
此　
州　
ニ　
遷　
ラ　
セ　
給　
ヒ　
右　
ノ　
歌　
ヲ　
詠　
ゼ　
ラ　
レ　
シ　
カ　
バ　
、　
其　
里　
ニ　

テ　
郭　
公　
鳴　
カ　
ザ　
リ　
シ　
由　
。　
雑　
太　
郡　
八　
幡　
村　
ニ　
皇　
居　
跡　
ア　
リ　
。　
是　
ヨ　
リ　
国　
府　
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ヘ　
往　
ク　
左　
右　
ノ　
濱　
ヲ　
越　
松　
原　
ト　
云　
フ　
。　
元　
弘　
中　
日　
野　
中　
納　
言　
資　
朝　
卿　
此　
ニ　

到　
リ　
往　
昔　
ノ　
事　
ヲ　
思　
ヒ　
参　
ラ　
セ　
テ　

き　
く　
人　
も　
今　
は　
な　
き　
世　
に　
郭　
公　

誰　
を　
忍　
び　
て　
過　
る　
こ　
の　
さ　
と　

ト　
詠　
ゼ　
シ　
ニ　
郭　
公　
鳴　
ク　
事　
如　
故　
ナ　
リ　
シ　
ト　
ナ　
リ　
。　
然　
レ　
バ　
親　
王　
古　
歌　
ヲ　
吟　

ジ　
思　
ヲ　
陳　
ベ　
玉　
ヒ　
シ　
ナ　
リ　
。　
御　
自　
詠　
ニ　
ハ　
非　
ラ　
ズ　
。　
徂　
徠　
、　
峡　
中　
紀　
行　
ニ　

此　
事　
ヲ　
記　
シ　
テ　
鳥　
羽　
帝　
隠　
岐　
島　
ノ　
事　
ニ　
似　
タ　
ル　
ヲ　
疑　
フ　
ト　
云　
ヒ　
シ　
ハ　
、　
暗　

記　
ノ　
失　
ナ　
リ　
。　

引　
用　
の　
「　
な　
け　
ば　
き　
く　
き　
け　
ば　
都　
の　
な　
つ　
か　
し　
き　
此　
里　
す　
ぎ　
よ　
山　
ほ　
と　
ゝ　
ぎ　
す　
」　

の　
歌　
は　
、　
も　
と　
も　
と　
佐　
渡　
に　
伝　
わ　
る　
伝　
承　
歌　
で　
あ　
っ　
た　
。　
佐　
渡　
は　
順　
徳　
院　
・　
京　

極　
為　
兼　
・　
世　
阿　
弥　
と　
い　
っ　
た　
人　
々　
が　
配　
流　
さ　
れ　
た　
地　
で　
あ　
り　
、　
そ　
こ　
で　
伝　
承　
さ　

れ　
た　
歌　
が　
、　
同　
じ　
配　
流　
の　
皇　
族　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
良　
純　
法　
親　
王　
に　
仮　
託　
さ　
れ　
て　
、　

流　
布　
し　
た　
も　
の　
と　
考　
え　
ら　
れ　
る　
。　

こ　
の　
他　
に　
も　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
が　
甲　
斐　
に　
遺　
し　
た　
文　
学　
的　
遺　
蹟　
は　
多　
い　
。　
現　
在　

伝　
わ　
っ　
て　
い　
る　
も　
の　
が　
す　
べ　
て　
山　
梨　
に　
関　
係　
す　
る　
も　
の　
と　
は　
い　
え　
な　
い　
が　
、　
管　

見　
の　
範　
囲　
で　
い　
う　
な　
ら　
ば　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
に　
関　
わ　
る　
遺　
墨　
類　
は　
多　
数　
あ　
る　
。　
書　

写　
と　
い　
う　
性　
質　
の　
も　
の　
も　
多　
く　
、　
全　
て　
を　
網　
羅　
で　
き　
る　
も　
の　
で　
も　
な　
い　
が　
、　
任　

意　
に　
列　
挙　
し　
て　
み　
る　
。　

○　
「　
大　
日　
本　
国　
帝　
王　
紀　
」　
一　
冊　
　　
宮　
内　
庁　
書　
陵　
部　
蔵　

○　
「　
良　
純　
消　
息　
」　
一　
軸　
　　
龍　
谷　
大　
学　
蔵　

○　
「　
和　
歌　
詠　
草　
」　
一　
冊　
　　
竜　
華　
寺　
蔵　

○　
「　
良　
純　
親　
王　
和　
歌　
」　（　
和　
漢　
朗　
詠　
集　
）　
一　
軸　
　　
山　
梨　
県　
立　
図　
書　
館　
蔵　

○　
「　
良　
純　
親　
王　
和　
歌　
短　
冊　
」　
三　
枚　
　　
山　
梨　
県　
立　
図　
書　
館　
蔵　

○　
「　
八　
宮　
書　
蹟　
消　
息　
」　
一　
軸　
　　
山　
梨　
県　
立　
図　
書　
館　
蔵　

○　
「　
八　
宮　
良　
純　
親　
王　
色　
紙　
」　
一　
枚　
　　
山　
梨　
県　
立　
図　
書　
館　
蔵　

○　
「　
良　
純　
法　
親　
王　
賛　
歌　
仙　
絵　
（　
小　
野　
小　
町　
）　」　
セ　
ン　
チ　
ュ　
リ　
ー　
ミ　
ュ　
ー　
ジ　

ア　
ム　
所　
蔵　
　　

○　
「　
源　
氏　
物　
語　
五　
十　
四　
帖　
」　
伝　
良　
純　
法　
親　
王　
筆　
　　
赤　
穂　
市　
立　
田　
淵　
記　
念　
館　

蔵　
　　
　　
　　

○　
「　
公　
家　
衆　
書　
巻　
」　
一　
巻　
　　
京　
都　
古　
書　
組　
合　
総　
合　
目　
録　
第　
十　
三　
号　
（　
平　
成　

十　
二　
年　
十　
一　
月　
）　

○　
古　
筆　
手　
鑑　
（　
角　
川　
書　
店　
『　
古　
筆　
手　
鑑　
大　
成　
』　）　

「
良
純
親
王
色
紙
」（
金
葉
集
（
三
奏
本
）
巻
一
春

）
吉
川
家
蔵
手

鑑　
「　
翰　
墨　
帖　
」　

「
良
純
親
王
短
冊
」（
新
続
古
今
集
巻
十
一
恋
一

）
石
川
県
美

術　
館　
蔵　
手　
鑑　

「
良
純
親
王
短
冊
」（
古
今
集
巻
十
二
恋
二

）
島
根
・
美
保
神
社

蔵　
手　
鑑　

○
短
冊
手
鑑
『
振
古
仙
雅
』
裏

「
知
恩
院
良
純
短
冊
」
東
京
国
立
博

物　
館　
蔵　

○　
「　
法　
華　
二　
十　
八　
品　
和　
歌　
」　

東　
照　
権　
現　
十　
三　
回　
忌　
　　
日　
光　
輪　
王　
寺　
蔵　

（　『　
良　
恕　
聞　
書　
』　
に　
写　
し　
あ　
り　
）　

○　
「　
知　
恩　
院　
良　
純　
親　
王　
等　
何　
人　
百　
韻　
」　

一　
巻　
　　
（　『　
連　
歌　
の　
史　
的　
研　
究　
』　

に　
よ　
る　
）　

他　
に　
も　
、　
山　
梨　
県　
立　
図　
書　
館　
に　
は　
良　
純　
法　
親　
王　
か　
ら　
伝　
授　
さ　
れ　
た　
と　
い　
う　
、　
次　

の　
二　
点　
が　
あ　
る　
。　

〇　
「　
百　
人　
一　
首　
・　
詠　
歌　
之　
大　
概　
」　

写　
一　
冊　

〇　
「　
古　
今　
和　
歌　
集　
口　
訣　
」　
文　
化　
十　
二　
年　
（　
一　
八　
一　
五　
）　「　
は　
つ　
音　
園　
　　
真　

可　
喜　
」　
写　

失　
意　
の　
良　
純　
法　
親　
王　
を　
お　
慰　
め　
し　
た　
と　
、　『　
御　
由　
緒　
』　
で　
興　
因　
寺　
の　
梵　
九　
叟　
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は　
記　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
甲　
州　
で　
は　
良　
純　
法　
親　
王　
か　
ら　
和　
歌　
の　
指　
導　
を　
受　
け　
た　
と　
い　

う　
人　
も　
い　
た　
。　『　
甲　
斐　
国　
志　
』　
に　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
条　
も　
あ　
る　
。　

古　
府　
白　
木　
町　
ノ　
清　
運　
寺　
記　
ニ　
堅　
町　
ニ　
竹　
内　
又　
右　
衛　
門　
入　
道　
蓮　
栖　
ト　
云　

者　
ア　
リ　
。　
八　
ノ　
宮　
ニ　
近　
侍　
シ　
ケ　
ル　
ニ　
、　
萬　
治　
二　
年　
正　
月　
十　
四　
日　
夜　
夢　

中　
ニ　
句　
ヲ　
得　
タ　
リ　
。　
翌　
朝　
御　
前　
ヘ　
上　
リ　
申　
シ　
ケ　
レ　
バ　
御　
喜　
悦　
ノ　
餘　
御　

筆　
ヲ　
染　
メ　
テ　
蓮　
栖　
ニ　
賜　
ヒ　
ケ　
ル　

み　
ち　
廣　
く　
な　
る　
て　
ふ　
花　
の　
み　
や　
こ　
哉　
　　
　　
　　
　　
蓮　
栖　

同　
月　
廿　
七　
日　
果　
シ　
テ　
御　
帰　
洛　
ノ　
儀　
勅　
免　
ア　
リ　
シ　
ト　
ゾ　
。　
此　
短　
冊　
今　
蔵　

メ　
テ　
寺　
ニ　
在　
リ　
。　
蓮　
栖　
ハ　
当　
寺　
ノ　
檀　
那　
ナ　
リ　
。　
前　
ニ　
云　
或　
記　
ト　
ハ　
勅　

免　
ノ　
月　
日　
異　
ナ　
リ　
。　
孰　
レ　
カ　
是　
ナ　
リ　
ヤ　
。　

武　
家　
閑　
談　
ニ　
云　
、　
島　
原　
ノ　
役　
ニ　
御　
旗　
本　
浪　
人　
細　
井　
喜　
三　
郎　
、　
功　
ア　
リ　

テ　
召　
返　
サ　
ル　
。　
此　
者　
甲　
州　
ニ　
在　
リ　
。　
八　
ノ　
宮　
ニ　
昵　
近　
シ　
歌　
道　
ヲ　
習　
熟　

セ　
リ　
ト　
有　
ル　
如　
ク　
、　
本　
州　
ニ　
モ　
御　
指　
南　
ヲ　
被　
ム　
リ　
シ　
者　
多　
シ　
。　
今　
此　

州　
ノ　
隣　
國　
ニ　
勝　
リ　
テ　
歌　
道　
ノ　
行　
ハ　
ル　
丶　
事　
ハ　
、　
親　
王　
ノ　
十　
七　
年　
間　
御　

座　
タ　
リ　
シ　
遺　
風　
ト　
聞　
エ　
タ　
リ　
。　

興　
因　
寺　
の　
僧　
の　
ほ　
か　
に　
も　
、　
蓮　
栖　
・　
細　
井　
喜　
三　
郎　
と　
い　
っ　
た　
人　
物　
が　
、　
良　
純　
法　

親　
王　
を　
お　
慰　
め　
し　
、　
和　
歌　
を　
教　
わ　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
十　
七　
年　
の　
間　
に　
、　
良　
純　
法　
親　

王　
は　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
伝　
承　
を　
甲　
州　
に　
残　
し　
、　
文　
学　
の　
馥　
郁　
た　
る　
薫　
を　
残　
し　
た　
の　
で　

あ　
っ　
た　
。　

四　
　　
そ　
し　
て　
帰　
洛　

良　
純　
法　
親　
王　
が　
配　
流　
と　
な　
っ　
た　
翌　
年　
、　
す　
な　
わ　
ち　
寛　
永　
二　
十　
一　
年　
（　
一　
六　
四　

四　
）　
に　
は　
、　
明　
正　
天　
皇　
が　
譲　
位　
し　
て　
後　
光　
明　
天　
皇　
が　
即　
位　
し　
て　
い　
る　
。　
慶　
安　
四　

年　
（　
一　
六　
五　
一　
）　
四　
月　
に　
は　
、　
徳　
川　
家　
光　
が　
五　
十　
一　
歳　
で　
没　
し　
、　
五　
月　
に　
は　
後　

水　
尾　
上　
皇　
は　
落　
飾　
し　
法　
皇　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
承　
応　
三　
年　
（　
一　
六　
五　
四　
）　
に　
は　
、　

後　
光　
明　
天　
皇　
が　
若　
く　
し　
て　
薨　
去　
し　
、　
後　
西　
天　
皇　
が　
即　
位　
。　
時　
代　
は　
着　
実　
に　
良　
純　

法　
親　
王　
を　
忘　
れ　
つ　
つ　
あ　
っ　
た　
。　

良　
純　
法　
親　
王　
も　
ひ　
な　
び　
た　
甲　
斐　
の　
国　
で　
、　
も　
は　
や　
穏　
や　
か　
な　
日　
々　
を　
過　
ご　
す　

よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
い　
た　
に　
違　
い　
な　
い　
。　「　
な　
ま　
よ　
み　
」　
の　
甲　
斐　
の　
人　
に　
な　
り　
お　
お　

せ　
て　
い　
た　
と　
も　
い　
え　
る　
。　
ち　
な　
み　
に　
承　
応　
四　
年　
（　
一　
六　
五　
五　
）　
に　
は　
、　
甲　
斐　
国　

西　
八　
代　
郡　
上　
野　
村　
薬　
王　
寺　
に　
赴　
い　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
折　
、　
法　
親　
王　
が　
見　
物　
し　
て　
い　

た　
た　
め　
、　
祭　
り　
の　
御　
輿　
が　
川　
を　
渡　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
あ　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
以　
後　
、　

市　
川　
大　
門　
町　
で　
は　
、　
御　
輿　
が　
川　
を　
渡　
る　
こ　
と　
が　
慣　
例　
と　
な　
り　
、　
現　
在　
ま　
で　
続　
い　

て　
い　
る　
。　

か　
つ　
て　
良　
純　
法　
親　
王　
が　
門　
跡　
で　
あ　
っ　
た　
知　
恩　
院　
の　
方　
で　
は　
、　
明　⑨
暦　
二　
年　
（　
一　

六　
五　
六　
）　
五　
月　
八　
日　
、　
後　
水　
尾　
法　
皇　
皇　
子　
栄　
宮　
が　
入　
室　
、　
得　
度　
し　
て　
い　
る　
。　
知　

恩　
院　
門　
跡　
第　
二　
世　
尊　
光　
法　
親　
王　
で　
あ　
る　
。　
す　
で　
に　
知　
恩　
院　
と　
良　
純　
法　
親　
王　
と　
の　

関　
係　
は　
断　
ち　
切　
ら　
れ　
て　
い　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　
そ　
し　
て　
良　
純　
法　
親　
王　
の　
例　
に　
倣　
い　
、　

尊　
光　
法　
親　
王　
も　
、　
将　
軍　
家　
の　
猶　
子　
と　
な　
る　
。　
明　
暦　
三　
年　
（　
一　
六　
五　
七　
）　
に　
は　
尊　

光　
法　
親　
王　
と　
将　
軍　
家　
と　
の　
対　
面　
も　
滞　
り　
な　
く　
す　
ん　
で　
い　
く　
。　

良　
純　
法　
親　
王　
が　
甲　
斐　
に　
い　
る　
間　
、　
時　
代　
は　
着　
々　
と　
展　
開　
し　
て　
い　
っ　
た　
。　
ほ　
ぼ　

忘　
れ　
ら　
れ　
た　
か　
に　
み　
え　
る　
法　
親　
王　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　
つ　
い　
に　
罪　
科　
は　
許　
さ　
れ　
る　
こ　

と　
に　
な　
る　
。　『　
厳　
有　
院　
殿　
御　
実　
紀　
』　
か　
ら　
該　
当　
の　
部　
分　
を　
引　
用　
し　
て　
お　
こ　
う　
。　

万　
治　
二　
年　
（　
一　
六　
五　
九　
）　

○
四
月
二
十
八
日

勧
修
寺
右
中
弁
経
慶
へ
二
百
石
。
鷲
尾
侍
従
隆
尹

へ　
百　
石　
方　
領　
給　
は　
る　
べ　
き　
旨　
。　
並　
に　
高　
倉　
前　
中　
納　

言　
永　
敦　
卿　
新　
院　
伝　
奏　
の　
事　
。　
伏　
原　
大　
蔵　
卿　
賢　
忠　
院　

参　
の　
事　
。　
八　
宮　
良　
純　
法　
親　
王　
（　
後　
水　
尾　
院　
皇　
子　
。　
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東　
照　
宮　
御　
猶　
子　
。　
知　
恩　
院　
門　
主　
。　
寛　
永　
廿　
年　
十　
一　

月　
十　
一　
日　
甲　
州　
天　
目　
山　
へ　
配　
流　
）　
逼　
塞　
免　
許　
の　
事　
。　

伝　
奏　
衆　
へ　
仰　
つ　
か　
は　
さ　
る　
。　

六　
月　
二　
十　
七　
日　
に　
帰　
洛　
。　
泉　
涌　
寺　
山　
内　
新　
善　
光　
寺　
に　
住　
す　
と　
い　
う　
。　
寛　
文　
四　
年　

（　
一　
六　
六　
四　
）　
に　
は　
、　
北　
野　
に　
移　
り　
住　
み　
還　
俗　
し　
、　
以　
心　
庵　
と　
号　
し　
た　
と　
い　
う　
。　

寛　
文　
九　
年　
（　
一　
六　
六　
九　
）　
八　
月　
一　
日　
薨　
去　
。　
三　
日　
、　
泉　
涌　
寺　
に　
葬　
ら　
れ　
た　
。　

泉　
涌　
寺　
の　
奥　
に　
、　
月　
輪　
御　
陵　
が　
あ　
る　
。　
後　
陽　
成　
天　
皇　
の　
灰　
塚　
、　
後　
水　
尾　
天　
皇　

（　
延　
宝　
八　
年　
《　
一　
六　
八　
〇　
》　
薨　
去　
）　
の　
九　
重　
塔　
な　
ど　
が　
あ　
る　
が　
、　
そ　
れ　
よ　
り　
、　

さ　
ら　
に　
山　
へ　
入　
っ　
た　
と　
こ　
ろ　
に　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
の　
墓　
所　
は　
あ　
る　
。　
知　
恩　
院　
の　
墓　

域　
に　
は　
、　
代　
々　
の　
知　
恩　
院　
宮　
の　
墓　
所　
が　
あ　
る　
が　
、　
皇　
室　
の　
墓　
所　
で　
あ　
る　
泉　
涌　
寺　

に　
葬　
ら　
れ　
た　
と　
こ　
ろ　
に　
、　
そ　
の　
晩　
年　
の　
位　
置　
付　
け　
を　
窺　
い　
知　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
。　

は　
る　
か　
に　
時　
は　
下　
り　
、　
明　
和　
五　
年　
（　
一　
七　
六　
八　
）　
の　
八　
宮　
百　
回　
忌　
に　
あ　
た　
り　
、　

本　
位　
に　
復　
さ　
れ　
、　
無　
礙　
光　
院　
と　
追　
諡　
さ　
れ　
た　
。　
現　
代　
に　
至　
り　
、　
甲　
斐　
の　
国　
に　
は　
、　

そ　
の　
存　
在　
を　
推　
測　
さ　
せ　
る　
も　
の　
は　
い　
く　
つ　
か　
あ　
っ　
て　
、　
い　
ま　
だ　
に　
親　
し　
み　
を　
感　

じ　
て　
い　
る　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　
種　
々　
の　
伝　
承　
の　
な　
か　
に　
、　
良　
純　
法　
親　
王　
の　
姿　
を　
垣　
間　

見　
る　
こ　
と　
は　
で　
き　
る　
が　
、　
わ　
び　
し　
き　
山　
峡　
で　
の　
生　
活　
が　
い　
か　
な　
る　
文　
学　
作　
品　
を　

も　
た　
ら　
し　
た　
の　
か　
は　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
具　
体　
的　
に　
考　
証　
し　
、　
位　
置　
付　
け　
て　
い　
か　
ね　
ば　

な　
ら　
な　
い　
こ　
と　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

①　
　　
薮　
内　
彦　
瑞　
編　
『　
知　
恩　
院　
史　
』　（　
知　
恩　
院　
、　
昭　
和　
十　
二　
年　
）　
に　
よ　
る　
。　

②　
『　
大　
日　
本　
史　
料　
』　（　
東　
京　
大　
学　
史　
料　
編　
纂　
所　
、　
平　
成　
十　
二　
年　
）　
に　
よ　
る　
。　

③　
　　
②　
と　
同　
。　

④　
『　
本　
朝　
皇　
胤　
紹　
運　
録　
』　（　『　
群　
書　
類　
従　
』　
5  

群　
書　
類　
従　
刊　
行　
会　
、　
昭　
和　
七　

年　
）　
な　
ど　
に　
よ　
る　
。　

⑤　
『　
国　
史　
大　
系　
』　（　
吉　
川　
弘　
文　
館　
、　
平　
成　
十　
年　
）　
に　
よ　
る　
。　

⑥　
　　
甲　
斐　
叢　
書　
十　
一　
巻　
（　
第　
一　
書　
房　
、　
昭　
和　
四　
十　
九　
年　
）　
に　
よ　
る　
。　

⑦　
『　
稿　
本　
秋　
元　
家　
甲　
州　
郡　
内　
治　
績　
考　
』　（　
都　
留　
市　
教　
育　
委　
員　
会　
、　
昭　
和　
四　
十　
一　

年　
）　
に　
よ　
る　
。　

⑧　
　　
静　
岡　
県　
立　
図　
書　
館　
久　
能　
山　
文　
庫　
蔵　
。　

⑨　
『　
知　
恩　
院　
史　
』　「　
元　
禄　
十　
一　
年　
四　
月　
書　
翰　
」　「　
堅　
誉　
大　
僧　
正　
任　
官　
記　
」　
に　
よ　

る　
。　

〔　
付　
記　
〕　
本　
稿　
を　
な　
す　
に　
あ　
た　
り　
ま　
し　
て　
、　
資　
料　
の　
閲　
覧　
を　
お　
許　
し　
く　
だ　
さ　
い　

ま　
し　
た　
関　
係　
各　
位　
に　
篤　
く　
御　
礼　
申　
し　
上　
げ　
ま　
す　
。　
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